


！！殺も令 No.33 『厚焼き玉子が焼けた』

利用者さんコラム｜

寿司職人を60年やっていました。
一入院をして、 家に戻ってきてから

P: �%：:l徐々に体力が戻ってきました。
約1年ぶりに孫たちへの手土産

として厚焼き玉子を作りました。
孫たちに渡したら、 泣いて喜んで
食べてくれました。

今度は握りにも
挑戦してみょうかな

再スタ ー トリハビリ体験①
難病を発症。 症状悪化のため、 勤めを辞め自宅で療養に専念していたが、 発症

から5年、 誤鴫性肺炎にかかり、 治療・手術・リハビリのために3か月の入院を
余儀なくされる。 現在自宅での療養生活に戻る一一これが私のプロファイルだ。

この難病は、 自律神経の障害により全身の筋肉が次第に硬直化して、 最後は眼
しか動かなくなるという何とも気が滅入る病気である。 顔面のかすかな歪み、 舌
の縫れ、 手足の違和感などから脳梗塞を疑い、 症状を自覚し始めてから約l年後、
訪れた都内の大学病院の医師は、 診察と検査を終えるとそう病名を告げた。 小脳
に問題があるという以外、 原因は不明で治療法が確立されていないものの、 リハ
ビリは有効だとも付け加えた。 インタ ー ネットで調べると平均余命9年とあった。
これま大変なことになったと思った。

私ま決して冷静な人間ではない。 それどころか、 パジャマの上にス ー ツを着て朝、
出勤Jてしまったこともあるあわて者である。 それがどういうわけか、 このときは
自分でも意外なほど落ち着いていた。 驚きはしたが我が身のこととは信じられな
かっそこのだ。 体はまだピンピンしていた。 異変を感じるとはいえかすかだし、 日
課としていた早朝の10km以上のランニングも続けていた。 体力には自信があった。
だかう、 ぼんやりと他人事のように、 退職の段取りをあれこれと考えていた。

〈次号ヘ績く）

ぞ点目稔込冷 No.34 『そうだイオンに行こうJ

昨年の2月に怪我をして入院し、 手術の次の日から
リハビリがはじまりました。

リハビリに取り組むときは 「目標をもっと良いよ」と
アドバイスをもらったため、 毎日のように行っていた
「イオンまで歩けるようになる」を目標にしました。

退院して、 訪問リハビリも週2日受けはじめて1カ月後
…イオンに行きました！

久しぶりに外に出たので夢中でしたが、
行きは外歩きを楽しみ、 帰りは足の痛みと
疲れと戦いながら心の内で「ガンバレ容子」
と言いながら歩きました。

我が家にたどり着いた時は、 体の痛みと
歩けた安堵感で、ホッとしました。
「ゃった！イオンに行けた！頑張った私！」

とれからもリハビリに励んでひとりでも
歩いてイオンに行けるよう頑張ります！

ぞ�� H稔込冷 No.35 『編み物の再開』

昔から編み物は好きでしたが、 入院してからは
出来ないと思ってやらずにいました。 退院からし
ばらく経ち、 座る練習を頑張り、 座れる時間も長
くなってきた頃、娘から 「編み物やってみたら？」
と声をかけてもらったことをキッカケに再開しま
した！今は1日1つを目標に作っています。
必要な人にあげた時の喜んだ姿を見るのが楽しみ
になっています！
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